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要 旨 

 

稿者は、先天性のろう者で、第一言語（母語）を日本手話、第二言語を書記日本語とする

バイリンガルである。稿者の友人の大半は、ろう者(聴覚障害者)であり、仕事や私事など日

頃、メールやファックスなどでやりとりをしている。その彼らが書く書記日本語は、ごく一

部の者を除き、個人差はあるものの誤用にみちたものである。しかし、大半のろう者の第一

言語である日本手話による会話（コミュニケーション）能力は問題のないレベルにある。第

一言語に問題がないにもかかわらず、誤用にみちた第二言語を書くのは、学習による個人の

差であり、個人の責任となるのだろうか。そこには、聴覚障害教育のあり方によって引き起

こされた可能性はないのだろうか。聾学校出身であるにもかかわらず、日本手話と書記日本

語のバイリンガルである稿者という例がある以上、日本手話を第一言語として、生活レベル

以上で使用しつつ、第二言語としての書記日本語を習得することは可能ではないか。 

本研究では、最初に、聴覚障害および教育に関する重要な用語の定義、先行研究の概観を

おこなう。そして、聴覚障害者本人、保護者、さらに、不特定多数（東京近郊在住）の聴覚

障害者からの三つの視点から、研究テーマを追究する。これまでの殆どの論文に共通した聴

覚障害教育を担う聴者側からの視点ではなく、教育を受けた側の当事者の視点を重視したい。 

まず、手話および聞こえの障害と使用言語との関係の定義の混乱が、聴覚障害教育界のみ

ならず、手話使用の当事者であるろう者にも見られるので、定義を整理した。 

次に、予備調査として稿者の母に対し、年少時の言語環境および家族との関係などがどう

であったかをインタビュー調査し、分析した。この予備調査からは、聴覚障害児の乳幼児期

における言語獲得および健全なアイデンティティ形成に必要な環境とはなにかに対する示唆

を得た。 

この予備調査の結果をもとに、不特定多数の聴覚障害者に対するアンケート項目を作成し

た。以下の領域にそれぞれ属する 22 の項目について 226 の回答を得た。 

1）一番理解できる言語が定まった年齢 

2）小・中・高校生の時の学校および主な使用言語 

3）親や手話のわからない聴者、および、手話のわかる聴者と話す時の主な使用言語 

4）日本手話と手指日本語の違いの認識、および、異なり箇所の認識 

5）聴覚障害者が感じた、一般社会の手話に対する理解 

6）改正障害者基本法で「手話は言語」とされた意味の理解 

アンケート・データの分析によると、一番理解できる言語は小５時の在籍学校によって決

まり、また、家庭内および学校における主な使用言語が必ずしも第一言語とはならないとい

う実態が浮かび上がった。そのほか多角的な視点から、日本の聴覚障害教育政策が聴覚障害

者らに及ぼした影響を明らかにすることができた。 

最後に、アンケート調査では聞き出せなかったこと、および聾学校、聾教育をどのように

受け止めているかを個人インタビューで調査した。その結果、読み書き能力が不完全なのは、

個人の責任ではなく、聾学校在学中に受けてきた聾教育の影響によるものであると当事者に

受け取られていることが検証された。 
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